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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　隣接するプレキャストボックスカルバート間に短筒状の可撓止水継手を連結し、沈下側
となる一方のプレキャストボックスカルバートを予め嵩上げして保持したプレキャスト可
撓ボックスカルバートにおいて、
　前記隣接するプレキャストボックスカルバート間の側壁部の前記可撓止水継手の膨らみ
を押える第1の膨らみ防止用押え部材を、嵩上げ前の隣接するプレキャストボックスカル
バート間の一対のアンカーボルトの配列に合わせたボルト穴を備えた短冊状に形成し、当
該第１の膨らみ防止用押え部材を隣接するアンカーボルト間に間隔をあけて取り付ける一
方、
　前記隣接するプレキャストボックスカルバート間の一方を嵩上げした状態の前記側壁部
のアンカーボルトの配列に合わせた複数対のボルト穴を備えた第２の膨らみ防止用押え部
材を略平行四辺形状に形成し、当該第２の膨らみ防止用押え部材を嵩上げ後の前記第1の
膨らみ防止用押え部材に重ねてアンカーボルトに取り付け、
　前記第１および前記第２の膨らみ防止用押え部材を嵩上げ前と嵩上げ後に分けて取り付
けて構成したことを特徴とするプレキャスト可撓ボックスカルバート。
【請求項２】
　前記隣接するプレキャストボックスカルバートのうち非沈下側のプレキャストボックス
カルバートの天井部を、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの天井部よりも沈
下量に対応する厚さだけ肉厚とし、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの床部



(2) JP 5771824 B2 2015.9.2

10

20

30

40

50

を、非沈下側のプレキャストボックスカルバートの床部よりも沈下量に対応する厚さだけ
肉厚とするとともに、嵩上げ状態では前記隣接するプレキャストボックスカルバートの上
面および下面が同一平面を形成するように配置したことを特徴とする請求項１記載のプレ
キャスト可撓ボックスカルバート。
【請求項３】
　隣接するプレキャストボックスカルバートの目地部間に短筒状の可撓止水継手を連結し
、沈下側となる一方のプレキャストボックスカルバートを予め嵩上げした状態に保持する
プレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法において、
　前記隣接するプレキャストボックスカルバート目地部間の側壁部の前記可撓止水継手の
膨らみを押える第1の膨らみ防止用押え部材を、嵩上げ前の隣接するプレキャストボック
スカルバート間の一対のアンカーボルトの配列に合わせたボルト穴を備えた短冊状に形成
しておき、
　当該第１の膨らみ防止用押え部材を隣接するアンカーボルト間に間隔をあけて取り付け
、
　前記隣接するプレキャストボックスカルバート間の一方を嵩上げした状態の前記側壁部
のアンカーボルトの配列に合わせた複数対のボルト穴を備えた第２の膨らみ防止用押え部
材を略平行四辺形状に形成しておき、
　嵩上げ状態とした後、当該第２の膨らみ防止用押え部材を前記第１の膨らみ防止用押え
部材に重ねてアンカーボルトに取り付け、
　前記第１および前記第２の膨らみ防止用押え部材を嵩上げ前と嵩上げ後に分けて取り付
けるようにしたことを特徴とするプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法。
【請求項４】
　前記第２の膨らみ防止用押え部材の一端縁部を、前記第１の膨らみ防止用押え部材の一
端縁部に重ねて取り付けた後、嵩上げし、次いで、当該第２の膨らみ防止用押え部材の他
端縁部を前記第１の膨らみ防止用押え部材に重ねてアンカーボルトに取り付けるようにし
たことを特徴とする請求項３記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法。
【請求項５】
　前記隣接するプレキャストボックスカルバートの目地部間には、一方のプレキャストボ
ックスカルバートの端面に目地材を接着する一方、反接着側となる目地材の端面には、生
分解グリースを塗布するようにした後、前記短筒状の可撓止水継手を連結するようにした
ことを特徴とする請求項３または４記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法
。
【請求項６】
　前記隣接するプレキャストボックスカルバートのうち非沈下側のプレキャストボックス
カルバートの天井部は、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの天井部よりも沈
下量に対応する厚さだけ肉厚とし、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの床部
は、非沈下側のプレキャストボックスカルバートの床部よりも沈下量に対応する厚さだけ
肉厚に形成しておき、
　隣接するプレキャストボックスカルバート間の天井部および床部が同一平面を形成する
ように配置した後、これらプレキャストボックスカルバートの目地部間に前記可撓止水継
手を連結するようにし、
　次いで、隣接するプレキャストボックスカルバートの上面および下面が同一平面を形成
するように嵩上げし、嵩上げ状態を固定金具により固定保持するようにしたことを特徴と
する請求項３～５のいずれかに記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はプレキャスト可撓ボックスカルバートおよびその施工法に関し、河川堤防を
横断して設置され杭基礎等により支持される新設または既設の取水・排水用樋管等の剛支
持構造物等の構造物に接続され、または継ぎ足され、予め沈下量を想定した嵩上げ状態と
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しておくことで、不等沈下が生じても流路断面積を確保できるようにするもので、嵩上げ
時の反力を低減できるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
河川を利用した取水や排水のため、河川堤防の下を横断して取水・排水用樋管が設置され
ている。この樋管は、例えばＰＣコンクリートからなるボックスカルバートを連続して接
続することにより構成される。
【０００３】
このような樋管を堤防下を横断して設置する場合には、通常、堤防下の樋管は杭基礎等に
よって支持されて剛支持構造とされるのに対し、堤防に隣接する地盤は、軟弱地盤である
ことが多い。
このような軟弱地盤で樋管が不等沈下すると、樋管を構成する接続されている二つのボッ
クスカルバートの中の一つが他方に対して沈下することになり、両者の間に流路の有効断
面積の差が生じ、必要な水の流量を確保できなくなるおそれがある。
【０００４】
そこで、新設または既設の剛支持構造の取水・排水用の樋管に接続され、または継ぎ足さ
れる軟弱地盤に設置される樋管を予め沈下量を想定した嵩上げ状態としておくことで、不
等沈下が生じても両者間の流路の有効断面積の差を小さくすることが提案されている（特
許文献1参照）。
このプレキャスト可撓ボックスカルバート１では、図５および図６に示すように、次の（
あ）～（う）の工程によって嵩上げ状態とする。なお、図では、左側が嵩上げ側（沈下側
）である。
（あ）　剛支持構造とされる第１のプレキャストボックスカルバート２の天井板２ａを軟
弱地盤に設置される沈下側の第２のプレキャストボックスカルバート３の天井板３ａより
も所定の厚さだけ肉厚とし、床板２ｂ、３ｂは逆に、沈下側の第２のプレキャストボック
スカルバート３の床板３ｂを剛支持構造側の第１のプレキャストボックスカルバート２の
床板２ｂよりも所定の厚さだけ肉厚とするようにしておく。
（い）　第１および第２のプレキャストボックスカルバート２，３をその内周面２ｃ，３
ｃが同一平面を形成するように隣接して配置し、隣接するプレキャストボックスカルバー
ト２，３間を可撓止水継手４により接続する。
（う）　沈下側の第２のプレキャストボックスカルバート３を持ち上げて第１および第２
のプレキャストボックスカルバート２，３の上面および下面２ｄ，３ｄが同一平面を形成
するように嵩上げし、この嵩上げ状態を第１および第２のプレキャストボックスカルバー
ト２，３を両側面において固定材５により相互に固定する。
このような沈下側のプレキャストボックスカルバート３を嵩上げした状態で軟弱地盤に設
置して、固定材５を取り外すことで、例え不等沈下が生じたとしても流路の有効断面積に
大きな差が生じることを防止することができるようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－７６４５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このようなプレキャスト可撓ボックスカルバート１では、隣接するプレキャストボック
スカルバート２，３間の同一平面とした内周面２ｃ，３ｃに可撓止水継手４を取り付けた
後、一方のプレキャストボックスカルバート３を嵩上げすると、可撓止水継手４の伸縮部
４ａが嵩上げ量に対応して変位することになり、内側に大きく膨らんでしまうことから、
図７（ａ）に示すように、あらかじめアンカーボルトのピッチにあわせて取り付け穴を形
成した膨らみ防止布６をプレキャストボックスカルバート２，３の内周の上下と両側とに
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それぞれ取り付けるようにしている。
　ところが、この膨らみ防止布６によって、図７（ｂ）に示すように、可撓止水継手４の
変形が押えられ、変形反力が大きなり、一方のプレキャストボックスカルバート３を持ち
上げると、他方のプレキャストボックスカルバート２が持ち上がり、その都度他方のプレ
キャストボックスカルバート２の上に載荷する必要があるなど、所定の嵩上げ量を確保す
ることが難しくなったり、確保できないという問題がある。
　特に、施工現場に運搬した後、嵩上げ作業を必要とする大型のプレキャストボックスカ
ルバートを用いる場合には、一層大きな問題となっている。
【０００７】
　この発明は、上記従来技術の問題点に鑑みてなされたもので、嵩上げ時の反力を低減す
ることができ、所定の嵩上げ量を簡単に確保することができるプレキャスト可撓ボックス
カルバートおよびその施工法を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記従来技術の課題を解決するこの発明の請求項１記載のプレキャスト可撓ボックスカ
ルバートは、隣接するプレキャストボックスカルバート間に短筒状の可撓止水継手を連結
し、沈下側となる一方のプレキャストボックスカルバートを予め嵩上げして保持したプレ
キャスト可撓ボックスカルバートにおいて、前記隣接するプレキャストボックスカルバー
ト間の側壁部の前記可撓止水継手の膨らみを押える第1の膨らみ防止用押え部材を、嵩上
げ前の隣接するプレキャストボックスカルバート間の一対のアンカーボルトの配列に合わ
せたボルト穴を備えた短冊状に形成し、当該第１の膨らみ防止用押え部材を隣接するアン
カーボルト間に間隔をあけて取り付ける一方、前記隣接するプレキャストボックスカルバ
ート間の一方を嵩上げした状態の前記側壁部のアンカーボルトの配列に合わせた複数対の
ボルト穴を備えた第２の膨らみ防止用押え部材を略平行四辺形状に形成し、当該第２の膨
らみ防止用押え部材を嵩上げ後の前記第1の膨らみ防止用押え部材に重ねてアンカーボル
トに取り付け、前記第１および前記第２の膨らみ防止用押え部材を嵩上げ前と嵩上げ後に
分けて取り付けて構成したことを特徴とするものである。
【０００９】
　この発明の請求項２記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートは、請求項１記載の構
成に加え、前記隣接するプレキャストボックスカルバートのうち非沈下側のプレキャスト
ボックスカルバートの天井部を、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの天井部
よりも沈下量に対応する厚さだけ肉厚とし、前記沈下側のプレキャストボックスカルバー
トの床部を、非沈下側のプレキャストボックスカルバートの床部よりも沈下量に対応する
厚さだけ肉厚とするとともに、嵩上げ状態では前記隣接するプレキャストボックスカルバ
ートの上面および下面が同一平面を形成するように配置したことを特徴とするものである
。
【００１０】
　この発明の請求項３記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法は、隣接する
プレキャストボックスカルバートの目地部間に短筒状の可撓止水継手を連結し、沈下側と
なる一方のプレキャストボックスカルバートを予め嵩上げした状態に保持するプレキャス
ト可撓ボックスカルバートの施工法において、前記隣接するプレキャストボックスカルバ
ート目地部間の側壁部の前記可撓止水継手の膨らみを押える第1の膨らみ防止用押え部材
を、嵩上げ前の隣接するプレキャストボックスカルバート間の一対のアンカーボルトの配
列に合わせたボルト穴を備えた短冊状に形成しておき、当該第１の膨らみ防止用押え部材
を隣接するアンカーボルト間に間隔をあけて取り付け、前記隣接するプレキャストボック
スカルバート間の一方を嵩上げした状態の前記側壁部のアンカーボルトの配列に合わせた
複数対のボルト穴を備えた第２の膨らみ防止用押え部材を略平行四辺形状に形成しておき
、嵩上げ状態とした後、当該第２の膨らみ防止用押え部材を前記第１の膨らみ防止用押え
部材に重ねてアンカーボルトに取り付け、前記第１および前記第２の膨らみ防止用押え部
材を嵩上げ前と嵩上げ後に分けて取り付けるようにしたことを特徴とするものである。
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【００１１】
　この発明の請求項４記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法は、請求項３
記載の構成に加え、前記第２の膨らみ防止用押え部材の一端縁部を、前記第１の膨らみ防
止用押え部材の一端縁部に重ねて取り付けた後、嵩上げし、次いで、当該第２の膨らみ防
止用押え部材の他端縁部を前記第１の膨らみ防止用押え部材に重ねてアンカーボルトに取
り付けるようにしたことを特徴とするものである。
【００１２】
　この発明の請求項５記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法は、請求項３
または４記載の構成に加え、前記隣接するプレキャストボックスカルバートの目地部間に
は、一方のプレキャストボックスカルバートの端面に目地材を接着する一方、反接着側と
なる目地材の端面には、生分解グリースを塗布するようにした後、前記短筒状の可撓止水
継手を連結するようにしたことを特徴とするものである。
【００１３】
　この発明の請求項６記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法は、請求項３
～５のいずれかに記載の構成に加え、前記隣接するプレキャストボックスカルバートのう
ち非沈下側のプレキャストボックスカルバートの天井部は、前記沈下側のプレキャストボ
ックスカルバートの天井部よりも沈下量に対応する厚さだけ肉厚とし、前記沈下側のプレ
キャストボックスカルバートの床部は、非沈下側のプレキャストボックスカルバートの床
部よりも沈下量に対応する厚さだけ肉厚に形成しておき、隣接するプレキャストボックス
カルバート間の天井部および床部が同一平面を形成するように配置した後、これらプレキ
ャストボックスカルバートの目地部間に前記可撓止水継手を連結するようにし、次いで、
隣接するプレキャストボックスカルバートの上面および下面が同一平面を形成するように
嵩上げし、嵩上げ状態を固定金具により固定保持するようにしたことを特徴とするもので
ある。
　なお、嵩上げとは、隣接するプレキャストボックスカルバートの一方を持ち上げるよう
にする場合に限らず、他方を下げることにより相対的に一方を持ち上げた状態とする場合
の両方を含むものである。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明の請求項１記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートによれば、隣接するプ
レキャストボックスカルバート間に短筒状の可撓止水継手を連結し、沈下側となる一方の
プレキャストボックスカルバートを予め嵩上げして保持したプレキャスト可撓ボックスカ
ルバートにおいて、前記隣接するプレキャストボックスカルバート間の側壁部の前記可撓
止水継手の膨らみを押える第1の膨らみ防止用押え部材を、嵩上げ前の隣接するプレキャ
ストボックスカルバート間の一対のアンカーボルトの配列に合わせたボルト穴を備えた短
冊状に形成し、当該第１の膨らみ防止用押え部材を隣接するアンカーボルト間に間隔をあ
けて取り付ける一方、前記隣接するプレキャストボックスカルバート間の一方を嵩上げし
た状態の前記側壁部のアンカーボルトの配列に合わせた複数対のボルト穴を備えた第２の
膨らみ防止用押え部材を略平行四辺形状に形成し、当該第２の膨らみ防止用押え部材を嵩
上げ後の前記第1の膨らみ防止用押え部材に重ねてアンカーボルトに取り付け、前記第１
および前記第２の膨らみ防止用押え部材を嵩上げ前と嵩上げ後に分けて取り付けて構成し
たので、嵩上げ前には1対のボルト穴を備えた短冊状の第１の膨らみ防止用押え部材をア
ンカーボルトの1つおきなど、間隔をあけて取り付けるようにすることで、嵩上げにとも
なう反力を小さくすると同時に可撓止水継手の膨らみを押えるようにし、嵩上げ後には、
嵩上げ状態のアンカーボルトの配列に合わせたボルト穴を複数対形成した略平行四辺形状
の第２の膨らみ防止用押え部材を第１の膨らみ防止用押え部材に重ねて取り付けるように
することで、施工後などその後の可撓止水部材の膨らみを押えることができるようになる
。
　これにより、第１および第２の膨らみ防止用押え部材を嵩上げ前と嵩上げ後に分けて取
り付けることで、取り付けが簡単にできるとともに、嵩上げ反力を低減でき、工場でなく
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とも現場やその近くで嵩上げ状態にすることができ、大型のプレキャストボックスカルバ
ートへの適用が容易となる。
【００１５】
　この発明の請求項２記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートによれば、前記隣接す
るプレキャストボックスカルバートのうち非沈下側のプレキャストボックスカルバートの
天井部を、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの天井部よりも沈下量に対応す
る厚さだけ肉厚とし、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの床部を、非沈下側
のプレキャストボックスカルバートの床部よりも沈下量に対応する厚さだけ肉厚とすると
ともに、嵩上げ状態では前記隣接するプレキャストボックスカルバートの上面および下面
が同一平面を形成するように配置したので、隣接するプレキャストボックスカルバートの
天井部と床部の肉厚を沈下量に対応して変えることで、嵩上げ状態から沈下しても一層確
実に流路の有効断面積を確保することができるとともに、簡単に嵩上げすることができる
。
【００１６】
　この発明の請求項３記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法によれば、隣
接するプレキャストボックスカルバートの目地部間に短筒状の可撓止水継手を連結し、沈
下側となる一方のプレキャストボックスカルバートを予め嵩上げした状態に保持するプレ
キャスト可撓ボックスカルバートの施工法において、前記隣接するプレキャストボックス
カルバート目地部間の側壁部の前記可撓止水継手の膨らみを押える第1の膨らみ防止用押
え部材を、嵩上げ前の隣接するプレキャストボックスカルバート間の一対のアンカーボル
トの配列に合わせたボルト穴を備えた短冊状に形成しておき、当該第１の膨らみ防止用押
え部材を隣接するアンカーボルト間に間隔をあけて取り付け、前記隣接するプレキャスト
ボックスカルバート間の一方を嵩上げした状態の前記側壁部のアンカーボルトの配列に合
わせた複数対のボルト穴を備えた第２の膨らみ防止用押え部材を略平行四辺形状に形成し
ておき、嵩上げ状態とした後、当該第２の膨らみ防止用押え部材を前記第１の膨らみ防止
用押え部材に重ねてアンカーボルトに取り付け、前記第１および前記第２の膨らみ防止用
押え部材を嵩上げ前と嵩上げ後に分けて取り付けるようにしたので、嵩上げ前には1対の
ボルト穴を備えた短冊状の第１の膨らみ防止用押え部材を形成しておき、アンカーボルト
の１つおきなど、間隔をあけて取り付けるようにすることで、嵩上げにともなう反力を小
さくすると同時に可撓止水継手の膨らみを押えるようにし、嵩上げ後には、嵩上げ状態の
アンカーボルトの配列に合わせたボルト穴を複数対形成した略平行四辺形状の第２の膨ら
み防止用押え部材を形成しておき、第１の膨らみ防止用押え部材に重ねて取り付けるよう
にすることで、施工後などその後の可撓止水部材の膨らみを押えることができるようにな
る。
　これにより、第１および第２の膨らみ防止用押え部材を嵩上げ前と嵩上げ後に分けて取
り付けることで、取り付けが簡単にできるとともに、嵩上げ反力を低減でき、工場でなく
とも現場やその近くで嵩上げ状態にすることができ、大型のプレキャストボックスカルバ
ートへの適用が容易となる。
【００１７】
　この発明の請求項４記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートトの施工法によれば、
前記第２の膨らみ防止用押え部材の一端縁部を、前記第１の膨らみ防止用押え部材の一端
縁部に重ねて取り付けた後、嵩上げし、次いで、当該第２の膨らみ防止用押え部材の他端
縁部を前記第１の膨らみ防止用押え部材に重ねてアンカーボルトに取り付けるようにした
ので、第１の膨らみ防止用押え部材の取り付けの際に第２の膨らみ防止用押え部材の一端
縁部を重ねてアンカーボルトに取り付けることで、嵩上げ後には、他端縁部を重ねて取り
付けるだけでよく、施工工数を削減することができる。
【００１８】
　この発明の請求項５記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法によれば、前
記隣接するプレキャストボックスカルバートの目地部間には、一方のプレキャストボック
スカルバートの端面に目地材を接着する一方、反接着側となる目地材の端面には、生分解
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グリースを塗布するようにした後、前記短筒状の可撓止水継手を連結するようにしたので
、生分解グリースによって目地部の嵩上げ反力を低減でき、第１，２の膨らみ防止用押え
部材の使用による低減に加え、一層嵩上げ反力を低減することができる。
【００１９】
　この発明の請求項６記載のプレキャスト可撓ボックスカルバートの施工法によれば、前
記隣接するプレキャストボックスカルバートのうち非沈下側のプレキャストボックスカル
バートの天井部は、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの天井部よりも沈下量
に対応する厚さだけ肉厚とし、前記沈下側のプレキャストボックスカルバートの床部は、
非沈下側のプレキャストボックスカルバートの床部よりも沈下量に対応する厚さだけ肉厚
に形成しておき、隣接するプレキャストボックスカルバート間の天井部および床部が同一
平面を形成するように配置した後、これらプレキャストボックスカルバートの目地部間に
前記可撓止水継手を連結するようにし、次いで、隣接するプレキャストボックスカルバー
トの上面および下面が同一平面を形成するように嵩上げし、嵩上げ状態を固定金具により
固定保持するようにしたので、隣接するプレキャストボックスカルバートの天井部と床部
の肉厚を沈下量に対応して変えることで、嵩上げ状態から沈下しても一層確実に流路の有
効断面積を確保することができるとともに、固定金具によって連結固定することで、簡単
に嵩上げ状態を保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】この発明のプレキャスト可撓ボックスカルバートおよびその施工法の一実施の形
態にかかり、（ａ）は第１の膨らみ防止用押え部材の正面図および平面図、（ｂ）は第２
の膨らみ防止用押え部材の正面図および平面図である。
【図２】この発明のプレキャスト可撓ボックスカルバートおよびその施工法の一実施の形
態にかかり、（ａ）は第１の膨らみ防止用押え部材の取付状態の正面図、（ｂ）は嵩上げ
後の状態の拡大正面図である。
【図３】この発明のプレキャスト可撓ボックスカルバートおよびその施工法の一実施の形
態にかかり、床部における（又は天井部）（ａ）は第２の膨らみ防止用押え部材の取付状
態の断面図、（ｂ）は嵩上げ後の状態の断面図である。
【図４】この発明のプレキャスト可撓ボックスカルバートおよびその施工法の一実施の形
態にかかる第２の膨らみ防止用押え部材の取付状態の拡大正面図である。
【図５】この発明のプレキャスト可撓ボックスカルバートおよびその施工法の一実施の形
態にかかる嵩上げ前の状態の部分断面図である。
【図６】この発明のプレキャスト可撓ボックスカルバートおよびその施工法の一実施の形
態にかかる嵩上げ後の状態の部分断面図である。
【図７】従来のプレキャスト可撓ボックスカルバートにかかり、（ａ）は膨らみ防止布の
正面図および平面図、（ｂ）は嵩上げ後の状態の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、この発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。
このプレキャスト可撓ボックスカルバート１０では、例えば杭基礎などの剛支持構造とさ
れた堤防下の樋管を構成する既設ボックスカルバートに継ぎ足す場合に使用されるもので
あり、継ぎ足される一方のプレキャストボックスカルバート２が杭基礎などの剛構造で支
持され、このプレキャストボックスカルバート２に可撓止水継手４を介して連結されて隣
接するプレキャストボックスカルバート３は軟弱地盤に設置されるものとする。したがっ
て、プレキャストボックスカルバート３が沈下側であり、嵩上げ側となる。
【００２２】
　第１のプレキャストボックスカルバート２では、図５に示したように、天井部２ａの厚
さは第２のプレキャストボックスカルバート３の天井部３ａよりも所定の厚さ、例えば想
定した沈下量に対応した厚さΔｈだけ肉厚に形成してある。
また、第２のプレキャストボックスカルバート３の床部３ｂでは、第１のプレキャストボ
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ックスカルバート２の床部２ｂよりも所定の厚さ、例えば想定した沈下量に対応した厚さ
Δｈだけ肉厚に形成してある。
　したがって、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３では、その
外周面である上面および下面２ｄ、３ｄが同一平面を形成するように配置した場合には、
図６に示すように、第２のプレキャストボックスカルバート３の天井部３ａおよび床部３
ｂは第１のプレキャストボックスカルバート２の天井部２ａおよび床面２ｂよりも、例え
ば沈下量に対応した肉厚Δｈだけ高い状態になる。
　一方、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３では、その内周面
２ｃ，３ｃが同一平面を形成するように配置した場合には、図５に示すように、第２のプ
レキャストボックスカルバート３の外周面である上面および下面３ｄが第１のプレキャス
トボックスカルバート２の外周面である上面および下面２ｄよりも、例えば沈下量に対応
した肉厚Δｈだけ低い状態になる。
【００２３】
　そこで、このプレキャスト可撓ボックスカルバート１０では、隣接する第１、第２のプ
レキャストボックスカルバート２，３の内周面２ｃ，３ｃが同一平面を形成するように配
置した状態で、内周面２ｃ，３ｃに可撓止水継手４を連結するようにし、この後、沈下側
となる第２のプレキャストボックスカルバート３を嵩上げして、その外周面である上下面
２ｄ，３ｄが同一平面を形成するようにし、この嵩上げ状態を固定金具としての固定材５
を取り付けて保持した状態で施工する。
　そして、施工後、固定材５を取り外すと、軟弱地盤により比較的早い段階で、第２のプ
レキャストボックスカルバート３が沈下することになり、この沈下によって隣接する第１
、第２のプレキャストボックスカルバート２，３の内周面２ｃ，３ｃが同一平面を形成す
る傾向となり、想定した沈下量となると、流路の断面積が有効に確保できるようになる。
【００２４】
　このようなプレキャスト可撓ボックスカルバート１０に用いられる可撓止水継手４は、
例えば図３に示すように、ゴムや合成樹脂などの可撓性材料で構成された短筒状とされ、
横断面方向の内側の中央部に折畳まれた伸縮部４ａが形成され、その両端部に取付け部４
ｂ、４ｃが形成されている。
　そして、この可撓止水継手４は、第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３
の隣接する側の内周端部に形成された段差部２ｅ、３ｅに埋め込まれたアンカーボルト７
に押え板８を介してワッシャー、ナット９によって取り付けられる。
【００２５】
　この可撓止水継手４の取り付けの際には、伸縮部４ａの内側への膨らみを押えるため、
膨らみ防止用押え部材が取り付けられる。
　これまでは、膨らみ防止用押え部材として、図７（ａ）に示すような予めアンカーボル
トのピッチにあわせて複数対の取り付け穴を形成した膨らみ防止布６を用意し、プレキャ
ストボックスカルバート２，３の内周の上下と両側とにそれぞれ可撓止水継手４のアンカ
ーボルト７への取り付けの際、押え板８の間に挟み込むようにして取り付けていた。しか
し、この膨らみ防止布６では、プレキャストボックスカルバート３をプレキャストボック
スカルバート２に対して持ち上げて嵩上げする場合、あるいは、逆にプレキャストボック
スカルバート２を下げるようにして相対的にプレキャストボックスカルバート３を持ち上
げた状態に嵩上げする場合に、嵩上げの反力が大きくなって予め定めた嵩上げ量を確保す
ることが困難なことがあった。
【００２６】
　このプレキャスト可撓ボックスカルバート１０では、膨らみ防止用押え部材として、隣
接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３の側壁部に対して、プレキャ
ストボックスカルバートの嵩上げ前と、嵩上げ後とで異なる膨らみ防止用押え部材を用い
ることとし、嵩上げ前の膨らみ防止用押え部材を第１の膨らみ防止用押え部材１１、嵩上
げ後の膨らみ防止用押え部材を第２の膨らみ防止用押え部材１２とした２種類を用意する
。
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　なお、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３の天井部２ａ，３
ａおよび床部２ｂ，３ｂに対しては、これまでと同様、膨らみ防止用押え部材としてシー
ト状の膨らみ防止布６が用いられる。
【００２７】
　第１の膨らみ防止用押え部材１１は、図１(ａ)に示すように、例えば合成繊維で作られ
、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３の内周面２ｃ，３ｃを同
一平面として可撓止水継手４を連結した状態の第１、第２のプレキャストボックスカルバ
ート２，３のアンカーボルトの一対の配列に合わせたボルト穴１１ａが両端に形成された
短冊状(矩形状)とされている。
　この第１の膨らみ防止用押え部材１１は、例えば２プライの合成樹脂繊維の布とされる
が、嵩上げの際の可撓止水継手４の伸縮部４ａが内側に過度に膨らむことが防止できれば
良く、３プライ以上としてさらに強度を上げたものや素材の異なるものであっても良い。
【００２８】
　第２の膨らみ防止用押え部材１２は、図１(ｂ)および図３(ａ)(ｂ)に示すように、例え
ば合成繊維で作られ、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３の外
周面２ｄ，３ｄが同一平面となるように可撓止水継手４を連結したまま嵩上げした状態の
第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３のアンカーボルトの複数対の配列に
合わせたボルト穴１２ａが両端に形成されたシート状とされ、幅方向の中央部に略Ω状の
折返し部１２ｂが１箇所又は２箇所形成され、この折返し部１２ｂを折り重ねた外側に跨
るように当て布１２ｃが接着剤などで取り付けてある。
　この第２の膨らみ防止用押え部材１２の大きさは、隣接する第１、第２のプレキャスト
ボックスカルバート２，３の側壁部を１枚で対応できる大きさとしたり、大型のプレキャ
ストボックスカルバートに適用する場合には、複数枚で対応できるようにしても良い。
【００２９】
　次に、このような第１，２の膨らみ防止用押え部材１１，１２を用いたプレキャスト可
撓ボックスカルバート１０の施工法について説明する。
　このプレキャスト可撓ボックスカルバート１０の施工法は、隣接する第１、第２のプレ
キャストボックスカルバート２，３の間に可撓止水継手４を取り付けて連結した後、第２
のプレキャストボックスカルバート３を嵩上げ状態として保持するまでの施工であり、嵩
上げ状態としたプレキャスト可撓ボックスカルバート１０は、これまでと同様に、設置さ
れる。
【００３０】
（あ　）このプレキャスト可撓ボックスカルバート１０の施工法では、隣接する第１、第
２のプレキャストボックスカルバート２，３の対向する端面（目地部）に環状の発泡ゴム
製などの目地材１３が介装され、ここでは、第２のプレキャストボックスカルバート３の
端面にゴム系接着剤で目地材１３が固定され、第１のプレキャストボックスカルバート２
の端面と対向する目地材１３の端面に生分解グリース１４が塗布される。
【００３１】
（い）　この後、第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３を向かい合わせて
固定架台および昇降架台上に据え付け、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカル
バート２，３の内周面２ｃ，３ｃが同一平面を形成するように配置した状態とする。
【００３２】
（う）　隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３の内周面２ｃ，３
ｃが同一平面を形成するように配置された状態の内周面２ｃ，３ｃに可撓止水継手４を全
周に連結するようにし、天井部２a，３aおよび床部２b、３bでは、可撓止水継手４の取付
け部４b，４cに跨るようにアンカーボルト７にこれまでの膨らみ防止布６を挟み込んで押
え板８を当ててワッシャー、ナット９で取り付ける。
一方、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３の内周面２ｃ，３ｃ
が同一平面とされた側壁部では、図２（ａ）および図３（ａ）に示すように、可撓止水継
手４の取付け部４ｂ，４cをアンカーボルト７，７に取り付けると同時、例えばアンカー
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ボルト７のピッチの１本おきに第１の膨らみ防止用押え部材１１を当て、その上から押え
板８を当ててワッシャー、ナット９で締め付ける。
【００３３】
（え）　この後、沈下側となる第２のプレキャストボックスカルバート３を嵩上げして、
その外周面である上下面２ｄ，３ｄが同一平面を形成するようにする。
この嵩上げでは、沈下側となる第２のプレキャストボックスカルバート３をジャッキや重
機などで持ち上げるようにして嵩上げするようにしたり、逆に、剛支持側となる第１のプ
レキャストボックスカルバート２の自重や載荷するなどで下降させることで相対的に嵩上
げするようにする。
　この沈下側となる第２のプレキャストボックスカルバート３を持ち上げるようにして嵩
上げすると、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３の天井部２ａ
，３ａおよび床部２ｂ，３ｂに嵩上げ量に相当する段差が生じ、可撓止水継手４がせん断
されるように変形することになるが、第１の膨らみ防止用押え部材１１が短冊状とされ、
アンカーボルト７のピッチの１つおきに取り付けてあるので、図２（ｂ）に拡大して示す
ように、各第１の膨らみ防止用押え部材１１が斜めになって大きな反力が生じることがな
く、嵩上げにともなう反力を軽減することができ、小さな力で簡単に嵩上げすることがで
きるとともに、図３（ｂ）に示すように、嵩上げにともなう可撓止水継手４の膨らみを第
１の膨らみ防止用押え部材１１で有効に押えることができる。
　また、目地材１３と第１のプレキャストボックスカルバート２との間に生分解グリース
１４を塗布してあるので、この間の摩擦抵抗を減らすことができ、一層小さな力で嵩上げ
することができる。
【００３４】
（お）　こうして隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３を嵩上げ
状態とした後、この嵩上げ状態を固定金具としての固定材５を隣接する第１、第２のプレ
キャストボックスカルバート２，３の外側壁に取り付けて保持した状態とする。
【００３５】
（か）　これと並行して、隣接する第１、第２のプレキャストボックスカルバート２，３
の内周面２ｃ，３ｃの側壁部では、可撓止水部材４の片側の取付け部４ｂを固定するワッ
シャー、ナット９を弛めて押え板８を外し、第１の膨らみ防止用押え部材１１に重ねて第
２の膨らみ防止用押え部材１２を当て、第１および第２の膨らみ防止用押え部材１１，１
２の上から押え板８を当てて再びワッシャー、ナット９で締め付けた後、反対側について
も同様に、第１の膨らみ防止用押え部材１１に重ねて第２の膨らみ防止用押え部材１２を
取り付ける（図４参照）。
　このような第２の膨らみ防止用押え部材１２を嵩上げ状態のアンカーボルト７のピッチ
に合わせたボルト穴１２ａを形成したシート状としてあるので、そのまま簡単に取り付け
ることができる。
　これにより、嵩上げ状態としたプレキャスト可撓ボックスカルバート１０を、これまで
と同様に、第２の膨らみ防止用押え部材１２で設置した後の可撓止水継手４の伸縮部４ａ
の膨らみを押えることができる。
【００３６】
　なお、上記の実施の形態では、嵩上げ前に第１の膨らみ防止用押え部材１１を取り付け
、嵩上げ後に第２の膨らみ防止用押え部材１２を重ねて取り付けるようにしたが、嵩上げ
前に、第１の膨らみ防止用押え部材１１に重ねて第２の膨らみ防止用押え部材１２の片側
だけを取り付けておき、嵩上げ後に第２の膨らみ防止用押え部材１２の反対側を第１の膨
らみ防止用押え部材１１に重ねて取り付けるようにすることもでき、ワッシャー、ナット
９の取外しの回数を低減することができ、効率的に施工することができる。
【００３７】
　このようなプレキャスト可撓ボックスカルバート１０およびその施工法によれば、目地
材１３の端面に生分解グリース１４を塗布するようにしたので、嵩上げ変形時の第１のプ
レキャストボックスカルバート２と目地材１３との接触面に生じる動摩擦を低減すること
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影響を極力抑えることができる。
　また、嵩上げ前には、第１の膨らみ防止用押え部材１１を用いることで、プレキャスト
ボックスカルバート２，３の側壁部の嵩上げ（せん断変形）時には、変形抵抗の低減と、
可撓止水継手４の捩れや膨出量を最小限に抑えることができるとともに、可撓止水継手４
の変形に干渉（拘束）しない程度の弛み量を持たせておくことで、嵩上げ（横せん断）変
形時においても変位反力を低減することが可能となった。
　さらに、嵩上げ（せん断）変形が終了した後、ボルト穴１２ａのピッチをずらした第２
の膨らみ防止用押え部材１２を使用することにより、プレキャストボックスカルバート２
，３の側壁部への取り付けが、嵩上げ後で表面に捩れが発生せず、容易に行える。
また、嵩上げ時の変位反力を低減することにより、大掛かりな設備を必要とせず、大断面
のプレキャストボックスカルバートでも施工現場に単独で運搬した後、現地で可撓止水継
手４の取り付けや嵩上げ作業を行うことが可能となり、大型物件にも対応することができ
る。
【００３８】
　なお、可撓止水継手４は図示例の形状のものに限らず、例えば略Ｕ字状および略Ｕ字状
の伸縮部を交互に３つ配置したものなど他の種々の形状のものを使用することができる。
　また、この発明にかかるプレキャスト可撓ボックスカルバートおよびその施工法は、堤
防を横断して設置された既設の樋管等の既設のボックスカルバートの継ぎ足しに限らず、
その他軟弱地盤における既設および新設のボックスカルバートの接続用に広く適用するこ
とができる。
【符号の説明】
【００３９】
１、１０　　プレキャスト可撓ボックスカルバート
２　　　　　プレキャストボックスカルバート
３　　　　　プレキャストボックスカルバート
２ａ、３ａ　　　　　天井部
２ｂ、３ｂ　　　　　床部
２ｃ、３ｃ　　　　　内周面
２ｄ、３ｄ　　　　　上下面
２ｅ，３ｅ　　　　　段差部
４　　　　　　可撓止水継手
４ａ　　　　　伸縮部
４ｂ、４ｃ　　取付け部
５　　　　　　固定材（固定金具）
６　　　　　　膨らみ防止布
７　　　　　　アンカーボルト
８　　　　　　押え板
９　　　　　　ワッシャー、ナット
１１　　　　　第１の膨らみ防止用押え部材
１１ａ　　　　ボルト穴
１２　　　　　第２の膨らみ防止用押え部材
１２ａ　　　　ボルト穴
１２ｂ　　　　折返し部
１２ｃ　　　　当て布
１３　　　　　目地材
１４　　　　　生分解グリース
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